
埼玉県小鹿野町 金子 小百合 農業・林業

【年 齢】
44歳

【出身地】
千葉県我孫子市

【転出元】
東京都足立区

【前 職】
制作会社営業

【活動時期】
R４.２～

かねてより一から物を作り体験をしながら、自分の力で生
活してみたいという思いがありましたが、なかなか実現で
きずにいました。コロナ禍で改めてこれからの生き方につ
いて考える中で、小鹿野町で養蜂人材の募集をしているこ
とを知りました。養蜂の経験はありませんでしたがチャレ
ンジしてみたいと強く思ったので挑戦する決断をしました。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
ブログ：リリーと花と蜜蜂【ゼロから養蜂】

https://note.com/ryryohne/

https://note.com/ryryohne

養蜂を始めてから１年未満ですが、養蜂体験を通じて学ん
だことが多くありました。また、養蜂を通じて知り合った
り関わりを持った人々も増えてきました。
着任中は養蜂の技術を高め、安定して蜂蜜の生産ができる
ようになることを目指します。
将来、養蜂の体験をしてもらったり、蜜ろうをやはちみつ
を使った特産物を作って販売し、ミツバチを通じて様々な
人が交流できる場所を作れたらと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標 連絡先

活動内容基本情報

●養蜂
春に２群から開始し、５群を新たに追加して、合計
７群のミツバチを育てて、はちみつを採りました。
その後、分蜂をして13群で冬越しをする予定です。
養蜂に関わる全ての作業を行っています。冬には巣
箱を自作したり木工も手掛けています。

●販売
生産した蜂蜜を販売しました。
コロナでイベントも少ないこともあり、主に通信販
売を利用しました。少ないながら、地域のイベント
に参加して、試食していただき、はちみつを知って
いただくことができました。

●農業（蜜源植物栽培）
蜜源植物として、花を栽培しました。
ミツバチにとって、過ごしやすい環境を作るためと、
地域に合った植物を知るために、様々な草花を育て
ました。巣箱づくりに利用した木材を利用したり、
雑草を堆肥にしたりして、資源を生かしていくこと
を目指しています。
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